
箱
根
の
仙
石
原
に
五
百
羅
漢

が
楽
し
め
る
古
い
お
寺
が
あ
る
。

曹
洞
宗
龍
虎
山
長
安
寺
だ
。
曹

洞
宗
は
中
国
の
禅
宗
五
家
の
一

つ
で
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
に

道
元
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
。

日
本
の
総
本
山
は
福
井
県
の

大
本
山
永
平
寺
と
横
浜
市
の
大

本
山
總
持
寺
。

長
安
寺
の
建
立
は
延
文
元
年

（
一
三
五
六
年
）
。
当
時
、
大

涌
谷
は
大
地
獄
と
呼
ば
れ
信
仰

の
対
象
だ
っ
た
。
地
獄
を
信
仰

す
る
人
た
ち
に
よ
っ
て
大
涌
谷

の
麓
に
姥
子
山
長
安
寺
と
し
て

小
さ
な
お
堂
が
建
立
さ
れ
た
の

が
始
ま
り
。
明
暦
元
年
（
一
六

五
五
年
）
、
お
堂
が
老
朽
化
し

た
こ
と
か
ら
機
山
労
逸
（
き
ざ

ん
ろ
う
い
つ
）
大
和
尚
が
現
在

の
仙
石
原
に
姥
子
山
長
安
寺
と

し
て
開
山
し
た
。

現
在
も
残
る
本
堂
は
開
山
当

時
の
も
の
で
、
現
住
職
の
鈴
木

太
源
和
尚
は
第
二
六
代
目
。

駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科

を
卒
業
し
、
永
平
寺
で
修
業
後
、

教
員
生
活
を
経
て
昭
和
五
四
年

（
一
九
七
九
年
）
か
ら
四
〇
年

以
上
の
間
、
こ
の
お
寺
を
守
っ

て
き
た
。
昭
和
六
〇
年
（
一
九

八
五
年
）
か
ら
、
お
詣
り
に
来

ら
れ
る
人
の
癒
し
の
場
に
な
る

よ
う
に
と
石
仏
を
置
い
て
羅
漢

山
を
作
り
始
め
た
。
羅
漢
と
は

悟
り
を
開
い
た
高
僧
の
こ
と
で
、

お
釈
迦
様
に
従
っ
た
五
百
人
の

弟
子
や
そ
の
姿
を
象
っ
た
像
の

こ
と
は
五
百
羅
漢
と
呼
ば
れ
る
。

現
在
ま
で
に
境
内
に
置
か
れ

た
石
仏
は
二
八
〇
体
。
目
標
は

五
〇
〇
体
。
檀
家
で
な
く
と
も

施
主
に
は
な
れ
る
そ
う
で
、
施

主
に
な
る
と
石
仏
が
境
内
に
置

か
れ
、
本
堂
に
は
名
前
が
書
か

れ
た
札
が
掛
け
ら
れ
る
。

普
通
、
五
百
羅
漢
は
一
人
の

職
人
や
作
家
、
も
し
く
は
そ
の

弟
子
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
が
、

同
じ
顔
に
な
ら
な
い
よ
う
に
一

四
人
の
作
家
に
製
作
を
依
頼
し

て
い
る
の
で
、
様
々
な
表
情
や

姿
の
石
仏
に
出
会
え
る
ユ
ニ
ー

ク
な
羅
漢
山
と
な
っ
た
。

長
安
寺
は
仙
石
原
交
差
点
の

奥
に
あ
る
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
石
柱
門
を
過
ぎ
、
山
門
を
く

ぐ
る
と
境
内
だ
。
お
寺
な
の
で

最
初
に
お
参
り
し
よ
う
。

本
堂
前
の
賽
銭
箱
に
賽
銭
を

入
れ
て
手
を
合
わ
せ
る
。
お
寺

な
の
で
手
を
叩
く
の
は
Ｎ
Ｇ
。

お
参
り
の
後
は
本
堂
左
側
の

参
道
に
ゆ
っ
く
り
進
も
う
。

小
高
い
山
に
石
仏
が
ず
ら
り

と
並
ぶ
光
景
が
視
界
に
入
る
。

お
辞
儀
を
す
る
人
や
酒
を
酌

み
交
わ
す
二
人
組
、
仲
間
の
肩

た
た
き
を
す
る
男
性
、
両
手
を

広
げ
て
空
を
見
上
げ
る
人
な
ど

行
く
た
び
に
新
し
い
石
仏
と
出

会
え
、
心
が
癒
さ
れ
る
は
ず
だ
。

山
の
上
に
は
商
売
繁
盛
の
御

利
益
で
知
ら
れ
る
豊
川
稲
荷
の

社
も
あ
る
。
時
間
が
あ
れ
ば
是

非
、
合
わ
せ
て
お
詣
り
し
た
い
。

な
お
、
長
安
寺
は
一
〇
月
下

旬
か
ら
一
一
月
一
杯
は
紅
葉
も

楽
し
め
る
の
で
、
秋
の
散
策
に

お
薦
め
だ
。

仙
石
原
に
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・

グ
ラ
ス
と
庭
園
の
散
策
を
楽
し

め
る
美
術
館
が
あ
る
。
箱
根
ガ

ラ
ス
の
森
美
術
館
だ
。

平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

八
月
八
日
、
日
本
初
の
ヴ
ェ
ネ

チ
ア
ン
・
グ
ラ
ス
専
門
の
美
術

館
と
し
て
開
館
、
来
年
に
は
開

館
三
〇
周
年
を
迎
え
る
文
字
通

り
箱
根
を
代
表
す
る
美
術
館
だ
。

入
館
す
る
と
目
の
前
に
中
世

の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
街
並
み
を
思

わ
せ
る
風
景
が
飛
び
込
ん
で
く

る
。
正
面
に
見
え
る
の
は
「
光

の
回
廊
・
コ
ッ
リ
ド
イ
ヨ
」
だ
。

十
六
万
粒
の
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ

ス
が
幅
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

九
メ
ー
ト
ル
の
ア
ー
チ
に
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
る
。
陽
に
当
た
っ

て
風
で
揺
れ
る
ク
リ
ス
タ
ル
ガ

ラ
ス
が
美
し
い
。

こ
の
美
術
館
の
庭
園
に
は
ク

リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
様
々

な
オ
ブ
ジ
ェ
が
展
示
さ
れ
て
い
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る
が
、
電
飾
を
使
わ
ず
、
す
べ

て
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
と
自
然

の
光
だ
け
で
輝
き
を
表
現
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
「
光
の
回

廊
・
コ
ッ
リ
ド
イ
ヨ
」
の
他
に

も
ク
リ
ス
タ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
の
展

示
エ
リ
ア
が
あ
る
。

夏
に
は
紫
陽
花
、
秋
に
は
す

す
き
の
風
景
が
ク
リ
ス
タ
ル
ガ

ラ
ス
で
表
現
さ
れ
る
。

一
一
月
に
は
高
さ
一
〇
メ
ー
ト

ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
登

場
す
る
の
も
こ
の
場
所
だ
。

ま
た
、
庭
園
奥
の
「
紅
葉
の

小
径
」
で
は
一
一
月
頃
に
は
紅

葉
が
楽
し
め
る
。

「
光
の
回
廊
・
コ
ッ
リ
ド
イ

ヨ
」
を
渡
っ
て
入
館
す
る
建
物

が
美
術
館
。
ガ
ラ
ス
で
造
ら
れ

た
様
々
な
作
品
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。
美
し
く
精
巧
に
造
ら
れ

た
作
品
は
ど
れ
も
た
め
息
が
出

る
ほ
ど
だ
。

特
に
本
紙
編
集
長
が
お
薦
め

し
て
い
る
の
は
「
風
に
そ
よ
ぐ

グ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
。

一
八
九
五
年
に
制
作
さ
れ
た

も
の
だ
が
、
一
〇
〇
年
以
上
の

間
、
細
い
ス
テ
ム
（
脚
部
）
で

大
き
な
坏
身
（
つ
き
み
）
を
支

え
、
風
に
揺
れ
る
姿
に
は
驚
か

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
館
内
の
天
井

に
は
美
し
い
壁
画
も
表
現
さ
れ

て
お
り
、
庭
園
と
合
わ
せ
て
ち
ょ
っ

と
し
た
イ
タ
リ
ア
旅
行
の
気
分

が
味
わ
え
る
。

な
お
、
カ
フ
ェ
で
一
日
六
回

開
催
さ
れ
る
生
演
奏
は
有
名
だ

が
、
美
術
館
の
館
内
で
も
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
曜
日
と
時
間
が
公

開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
見
逃

し
の
な
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

箱
根
の
中
心
に
位
置
す
る
小

涌
谷
に
は
一
八
八
三
年
創
業
の

古
い
宿
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年

に
藤
田
観
光
株
式
会
社
が
取
得

し
た
箱
根
小
涌
園
三
河
屋
旅
館
。

二
〇
二
一
年
に
は
本
館
の
ラ
ウ

ン
ジ
を
カ
フ
ェ
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
の
だ
が
、
今
年
七
月
、

つ
い
に
ラ
ン
チ
営
業
を
開
始
。

メ
ニ
ュ
ー
は
「
御
殿
鶏
釜
め
し

御
膳
」
と
「
鹿
肉
キ
ー
マ
ー
カ

レ
ー
」
。
本
紙
編
集
長
は
「
ラ

ン
チ
営
業
中
」
の
幟
を
見
つ
け

て
、
二
回
訪
問
。
外
輪
山
を
眺

め
な
が
ら
「
御
殿
鶏
釜
め
し
御

膳
」
と
「
鹿
肉
キ
ー
マ
ー
カ
レ
ー
」

を
堪
能
。
ど
ち
ら
も
一
、
八
〇

〇
円
（
税
込
み
）
。

と
っ
て
も
美
味
し
く
て
、
こ
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
で
こ
の
値
段
。
大

満
足
だ
っ
た
と
コ
メ
ン
ト
。

二
回
目
は
抹
茶
パ
フ
ェ
も
オ
ー

ダ
ー
。
赤
と
黒
に
塗
ら
れ
た
桝

で
提
供
さ
れ
る
パ
フ
ェ
。
生
ク

リ
ー
ム
、
白
玉
、
ク
ッ
キ
ー
の

下
は
抹
茶
の
プ
リ
ン
。
こ
ち
ら

も
美
味
し
か
っ
た
と
の
こ
と
。

な
お
、
カ
フ
ェ
営
業
は
一
一

時
～
一
五
時
ま
で
（
Ｌ
Ｏ
一
四

時
三
〇
分
）
だ
が
、
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
の
手
続
き
の
際
に
宿
泊
の

お
客
様
が
立
寄
る
た
め
、
早
い

時
間
の
利
用
が
お
薦
め
ら
し
い
。

箱
根
観
光
情
報
新
聞
は
今
年

七
月
二
〇
日
（
日
）
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
開
設
一
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
開
設
当
初
は
画
像
の
挿

入
や
デ
ー
タ
の
更
新
に
も
四
苦

八
苦
す
る
状
況
で
、
活
動
が
継

続
で
き
る
の
か
自
問
自
答
す
る

毎
日
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
作

業
に
も
慣
れ
、
今
年
一
月
中
旬

に
は
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
観
光
情
報
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
ペ
ー
ジ
に
改
修
す
る

と
と
も
に
「
編
集
長
の
思
い
出
」

の
ペ
ー
ジ
を
新
設
。
そ
の
後
、

ア
ク
セ
ス
数
が
大
幅
に
増
加
。

デ
ー
タ
が
確
認
で
き
る
昨
年
八

月
一
五
日
か
ら
の
一
年
間
の
ア

ク
セ
ス
人
数
は
延
べ
約
三
六
、

八
〇
〇
名
、
ア
ク
セ
ス
件
数
は

一
二
一
、
六
〇
〇
件
に
上
り
ま

す
。
今
後
も
箱
根
の
観
光
情
報

を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
紙
で
は
お
客
様
に
で
き
る

限
り
正
確
に
情
報
を
お
伝
え
す

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、

紙
面
の
都
合
上
、
お
店
の
場
所

や
営
業
日
、
営
業
時
間
な
ど
の

詳
細
を
お
伝
え
出
来
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
手
数
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
訪
問
さ
れ
る

前
に
お
店
や
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
営
業
日
、
営
業
時
間

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

過
去
の
記
事
や
画
像
、
編
集
長

の
思
い
出
な
ど
を
紹
介
し
た
本

紙
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。
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お
願
い

箱根に観光に来たけれど
「どこを見たらいいかわからない。」
「効率的に観光したいけれど・・・。」

とお悩みのあなた
箱根観光は登山ハイヤーがお薦めです。

名
店
訪
問

三
河
屋
ｃ
ａ
ｆ
ｅ

箱
根
観
光
情
報
新
聞

～
ラ
ン
チ
営
業
開
始
～

～
Ｈ
Ｐ
開
設
一
周
年
～

季節によって展示は変更される可能性があります


